
今
回
は
、
特
別
講
演
と
し
て
京
都

大
学
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
教
育
研
究
セ

ン
タ
ー
の
長
谷
川

尚
史
氏
が
「
生
産

コ
ス
ト
の
算
出
方

法
お
よ
び
分
析
と

作
業
シ
ス
テ
ム
の

選
択
・
評
価
・
改

善
」
を
テ
ー
マ
に
、

林
業
に
お
け
る
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

意
義
・
方
向
性
や

現
場
に
お
け
る
生

産
コ
ス
ト
の
把
握

手
法
な
ど
に
つ
い

て
、
ま
た
、
（
一

社
）
日
本
木
造
住

宅
産
業
協
会
の
長

谷

川

賢

司

氏

が

「
木
造
軸
組
工
法

住
宅
に
お
け
る
国

産
材
利
用
の
実
態
」

に
つ
い
て
、
九
州

地
域
に
お
け
る
住

宅
部
材
別
の
国
産

材
需
要
動
向
な
ど

に
つ
い
て
講
演
を

行
い
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
路
網
開
設
単
価

を
考
慮
し
た
作
業
シ
ス
テ
ム
の
選
択

方
法
や
、
国
産
材
需
要
の
見
通
し
な

ど
に
つ
い
て
熱
心
な
質
問
が
あ
り
、

フ
ォ
レ
ス
タ
ー
と
し
て
現
場
で
の
指

導
や
課
題
の
解
決
、
地
域
に
お
け
る

森
づ
く
り
構
想
の
作
成
や
効
率
的
な

生
産
シ
ス
テ
ム
・
利
用
拡
大
に
役
立

つ
内
容
で
あ
っ
た
と
の
感
想
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

２
日
目
は
、
各
県
な
ど
で
取
り
組

ま
れ
て
い
る
安
定
供
給
対
策
や
森
づ

く
り
な
ど
に
関
す
る
ト
ピ
ッ
ク
的
な

課
題
に
つ
い
て
情
報
提
供
を
行
い
、

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
に
「
九

州
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
等
連
絡
協
議
会
」

が
行
わ
れ
、
各
機
関
に
お
け
る
取
り

組
み
状
況
の
報
告
、
今
後
の
活
動
方

針
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。（

担
当
＝
技
術
普
及
課
）
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熊本市西区京町本丁２－７

今回のセミナーへ参加したフォレスター等のみなさん

（一社）日本木造住宅産業協
会の長谷川賢司氏

２
０
１
５
年
１
月
15
日
～
16
日
の
２
日
間
、
局
大
会
議
室
に
お
い
て
フ
ォ

レ
ス
タ
ー
等
活
動
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
き
ま
し
た
。
本
セ
ミ
ナ
ー

は
、
准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
研
修
修
了
者
な
ど
を
対
象
に
、
地
域
で
活
動
す
る
中

で
の
新
た
な
課
題
へ
の
対
応
や
知
識
・
技
術
力
向
上
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

（
Ｃ
Ｐ
Ｄ
（
継
続
専
門
教
育
）
の
一
環
）
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
、

九
州
各
県
の
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
や
一
般
聴
講
者
も
含
め
約
１
６
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

京都大学フィールド科学教育研
究センターの長谷川尚史氏

同時に開かれた九州フォレスター等連絡
協議会の様子同事務局のみなさん

（特別講演）



【
宮
崎
北
部
森
林
管
理
署
】
当
署

で
は
「
多
様
な
森
に
お
け
る
森
林
づ

く
り
活
動
に
関
す
る
協
定
書
」
を
締

結
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
フ
ォ
ー

レ
ス
ト
マ
ン
ト
ル
上
鹿
川
」
と
森
の

巨
人
た
ち
１
０
０
選
に
指
定
さ
れ
て

い
る
「
鬼
の
目
ス
ギ
」
を
シ
カ
被
害

か
ら
保
護
す
る
た
め
に
シ
カ
ネ
ッ
ト

設
置
を
行
い
ま
し
た
。
現
地
は
、

「
鬼
の
目
山
林
木
遺
伝
資
源
保
存
林
」

に
設
定
さ
れ
、
下
層
植
生
が
シ
カ
に

よ
っ
て
食
害
さ
れ
た
箇
所
で
植
生
の

回
復
を
図
る
目
的
で
行
い
、
設
置
作

業
は
構
成
団
体
や
地
元
の
み
な
さ
ん
、

大
学
生
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参

加
。
現
地
ま
で
は
徒
歩
で
２
時
間
以

上
か
か
り
、
資
材
は
全
て
人
肩
で
運

搬
し
ま
し
た
。
今
後
は
宮
崎
大
学
の

協
力
で
植
生
調
査
も
継
続
的
に
行
う

予
定
に
し
て
い
ま
す
。
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宮
崎
県
都
城
市
山
田
町
の
北
西
部

に
位
置
す
る
「
稲
妻
山
」
標
高
４
５

３
・
７
㍍
を
紹
介
し
ま
す
。

稲
妻
山
は
、
山
田
町
内
最
高
峰
の

山
で
、
林
内
は
照
葉
樹
林
の
多
様
な

植
物
相
が
見
ら
れ
、
山
頂
か
ら
は
高

千
穂
の
峰
を
間
近
に
望
み
、
眼
下
に

は
都
城
盆
地
一
帯
の
景
色
を
楽
し
む

こ
と
が
出
来
ま
す
。
春
に
は
新
緑
、

秋
に
は
紅
葉
な
ど
訪
れ
る
人
に
鮮
や

か
な
景
色
を
見
せ
て
く
れ
る
ハ
イ
キ

ン
グ
コ
ー
ス
と
し
て
、
多
く
の
登
山

者
に
親
し
ま
れ
て
い
る
山
で
す
。

ま
た
、
山
田
町
石
風
呂
地
区
で
は

稲
妻
山
に
生
育
し
て
い
る
ケ
ヤ
キ

人
工
林
を
「
石
風
呂
ケ
ヤ
キ
造
林
」

と
し
て
、
古
く
か
ら
親
し
ん
で
き
て

お
り
、
山
田
町
で
は
町
の
木
を
「
ケ

ヤ
キ
」
に
指
定
し
、
そ
の
保
存
・
整

備
に
努
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

九
州
森
林
管
理

局
で
は
こ
の
ケ
ヤ

キ
林
を
ふ
る
さ
と

の
象
徴
と
し
て
保

全
す
る
こ
と
を
目

的
に
約
15

㌶
を

「
稲
妻
郷
土
の
森
」

保
護
林
と
し
て
設

定
し
、
当
時
の
山

田
町
と
保
存
協
定

を
締
結
す
る
な
ど
、

優
れ
た
自
然
景
観

の
保
全
と
、
貴
重

な
森
林
を
よ
り
生

か
し
て
い
く
整
備

を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
稲
妻
山

へ
の
ハ
イ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
を
ひ
と
つ

ご
紹
介
し
ま
す
。

稲
妻
山
山
頂
へ
は
、
石
風
呂
公
民

館
よ
り
西
方
約
５
０
０
㍍
の
登
山
入

口
標
識
か
ら
北
の
方
向
へ
入
り
、
約

２
㌔
ほ
ど
行
く
と
高
千
穂
の
峰
が
展

望
で
き
る
場
所
に
出
ま
す
。
こ
こ
か

ら
南
面
の
尾
根
づ
た
い
に
林
道
が
走
っ

て
い
ま
す
の
で
、
車
で
頂
上
の
真
下

約
１
５
０
㍍
の
所
に
あ
る
展
望
所
ま

で
行
く
こ
と
が
出
来
、
そ
こ
の
登
山

口
か
ら
は
10
分
程
で
山
頂
に
行
く
こ

と
が
出
来
ま
す
。

見
晴
ら
し
の
良
い
山
頂
に
は
木
製

ベ
ン
チ
や
展
望
台
も
整
備
さ
れ
て
お

り
、
見
応
え
の
あ
る
高
千
穂
の
峰
の

展
望
を
見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

ま
た
、
春
に
は
桜
も
楽
し
め
比
較

的
容
易
に
登
れ
る
山
と
し
て
、
み
な

さ
ま
も
ハ
イ
キ
ン
グ
や
森
林
浴
に
稲

妻
山
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

宮
崎
森
林
管
理
署
都
城
支
署

山
田
森
林
事
務
所

森
林
官

原
口

隼
人

稲妻山頂上から高千穂の峰を望む

シカネット設置をする関係者＝宮崎北部

稲妻山頂上から都城市内の眺望

登山道から稲妻山山頂の様子



年

齢

50
歳

出
身
地

大
阪
府

抱

負

九
州
局
で
の
勤
務
は
、
約

10
年
前
の
屋
久
島
森
林
管

理
署
、
元
企
画
調
整
室
以
来
に
な
り

ま
す
が
、
今
回
も
着
任
早
々
、
九
州
・

鹿
児
島
の
ア
ツ
か
人
や
想
い
に
触
れ

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

公
益
重
視
の
管
理
経
営
の
一
層
の

推
進
を
図
る
た
め
、
民
有
林
や
地
域

関
係
者
と
の
連
携
を
一
層
深
め
、
安

全
で
健
康
な
職
場
づ
く
り
に
努
め
な

が
ら
、
職
員
の
み
な
さ
ま
と
と
も
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
担
当
＝
総
務
課
）

本
年
度
３
回
目
の
「
国
有
林
材
供

給
調
整
検
討
委
員
会
」
を
開
き
ま
し

た
。今

回
も
各
委
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専

門
分
野
か
ら
の
意
見
を
述
べ
、
「
現

時
点
で
国
有
林
材
の
供
給
調
整
を
行

う
こ
と
は
要
し
な
い
」
と
の
結
果
に

な
り
ま
し
た
。

委
員
か
ら
は
、
「
原
木
市
場
へ
の

出
材
は
９
月
ま
で
少
な
か
っ
た
が
10
、

11
月
で
落
ち
着
い
た
。
地
元
の
製
材

工
場
に
は
安
定
的
に
供
給
出
来
て
い

る
。
山
か
ら
製
材
工
場
等
ま
で
の
原

木
の
直
送
が
増
え
て
お
り
、
市
場
を

中
間
土
場
の
機
能
と
し
て
利
用
出
来

な
い
か
検
討
し
て
い
る
。

／
宮
崎
県
の
素
材
生
産
量
は
去
年

よ
り
高
く
推
移
し
て
い
る
と
聞
く
。

素
材
生
産
業
者
と
し
て
は
安
定
的
に

原
木
を
供
給
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
あ
る
。
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
確
保
が

課
題
と
な
っ
て
い
る
。

／
秋
口
に
入
っ
て
製
品
が
売
れ
な

く
な
っ
た
。
製
品
の
流
通
先
は
消
費

税
増
税
を
見
越
し
て
在
庫
を
貯
め
て

い
た
よ
う
だ
。
山
か
ら
大
型
製
材
工

場
な
ど
へ
の
原
木
の
直
送
が
増
え
た

結
果
、
市
場
の
価
格
が
上
が
っ
て
も

出
材
量
が
増
え
な
い
状
況
に
な
っ
て

い
る
。

／
製
品
は
去
年
、
期
待
に
応
え
ら

れ
な
か
っ
た
の
が
原
因
で
国
産
材
は

当
て
に
な
ら
な
い
と
市
場
か
ら
見
ら

れ
て
い
る
よ
う
だ
。
原
木
も
価
格
重

視
で
は
な
く
需
給
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

／
合
板
は
全
国
的
に
良
く
な
い
。

九
州
は
需
要
堅
調
で
、
針
葉
樹
型
枠

用
合
板
を
増
や
す

計
画
と
し
て
お
り
、

原
木
は
出
し
た
り

出
さ
な
か
っ
た
り

で
は
な
く
、
安
定

的
に
供
給
し
て
ほ

し
い
。

／
輸
入
チ
ッ
プ
価
格
が
上
が
っ
て

い
る
た
め
、
国
産
チ
ッ
プ
を
安
定
的

に
使
っ
て
お
り
、
調
整
の
た
め
に
輸

入
チ
ッ
プ
を
使
っ
て
い
る
状
況
。
原

木
の
供
給
調
整
は
Ｃ
材
で
は
し
に
く

く
、
Ａ
、
Ｂ
材
あ
っ
て
の
Ｃ
材
で
あ

る
。
★
カ
ス
ケ
ー
ド
利
用
の
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
る
こ
と
が
不
安
で
あ
る
。

／
ス
ギ
の
製
品
は
国
際
商
品
で
あ

る
。
関
東
・
関
西
に
向
け
て
九
州
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
よ
り
地
の
利
が
あ
る
。

日
本
の
製
材
工
場
は
世
界
に
負
け
て

い
な
い
。
国
産
材
を
ど
の
よ
う
に
供

給
し
て
い
く
か
が
課
題
で
あ
る
。

／
日
本
は
森
林
資
源
大
国
で
あ
り
、

木
材
に
携
わ
っ
て
い
る
人
た
ち
は
山

林
所
有
者
も
含
め
て
全
体
が
回
っ
て

い
く
よ
う
20
年
先
、
30
年
先
の
こ
と

を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
な
ど

の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

★
木
材
を
建
材
な
ど
の
資
材
と
し
て
利

用
し
た
後
、
ボ
ー
ド
や
紙
な
ど
の
利
用
を

経
て
、
最
終
段
階
で
は
燃
料
と
し
て
利
用

す
る
こ
と

（
担
当
＝
資
源
活
用
課

（
地
域
木
材
情
報
分
析
官
）
）
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新

任

挨

拶

ど

う

ぞ

よ

ろ

し

く

中西 誠

なかにし まこと

私
と
山
と
の
始
ま
り
は
、
８
年
前

に
仕
事
を
定
年
退
職
し
、
ブ
ラ
ブ
ラ

し
て
い
た
ら
、
九
州
森
林
管
理
局
の

森
林
倶
楽
部
員
募
集
を
新
聞
で
知
り
、

鏡
山
（
唐
津
市
）
、
久
住
山
、
三
角

岳
登
山
に
参
加
し
て
、
山
登
り
に
夢

中
に
な
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
山
の

自
然
を
守
る
こ
と
に
関
心
を
持
つ
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
は
、
菊
池
の
観
光
案
内
人
と

し
て
『
菊
池
渓
谷
』
の
案
内
に
携
わ
っ

て
い
ま
す
。
阿
蘇
く
じ
ゅ
う
国
立
公

園
内
に
位
置
す
る
『
菊
池
渓
谷
』
は
、

面
積
が
約
１
２
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
に

及
ぶ
広
大
な
面
積
を
有
す
る
国
有
林

で
す
。
標
高
が
五
〇
〇
～
八
〇
〇
㍍

で
、
名
称
の
と
お
り
、
掛
幕(

か
け

ま
く)

の
滝
、
黎
明(

れ
い
め
い)

の

滝
、
天
狗
滝
、
四
十
三
万
滝
４
ヶ
所

が
あ
り
、
夏
は
気
温
25
度
前
後
で
水

温
は
常
に
14
度
前
後
と
夏
は
冷
た
く
、

冬
は
暖
か
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。
秋
の

紅
葉
の
時
期
は
「
西
の
奥
入
瀬
川
」

と
言
わ
れ
る
ほ
ど
自
然
の
美
し
さ
が

現
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
渓
谷
の
案

内
と
い
う
立
場
で
、
国
有
林
の
自
然

保
護
に
関
わ
り
あ
っ
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
み
な
さ
ま
も
ぜ
ひ
一
度

菊
池
渓
谷
へ
お
い
で
下
さ
い
。

（
熊
本
県
在
住
）

出口 修 さん



２
０
１
４
年
度
森
林
技
術
総
合
研

修
所
で
行
う
研
修
と
し
て
、
林
野
庁

林
業
機
械
化
セ
ン
タ
ー
よ
り
各
局
に

出
向
い
て
の
研
修
が
計
画
さ
れ
、
当

局
に
お
い
て
も
「
森
林
作
業
道
」
お

よ
び
「
チ
ェ
ン
ソ
ー
」
関
連
研
修
の

受
け
入
れ
を
行
い
、
１
月
21
日
～
23

日
の
３
日
間
の
日
程
で
宮
崎
森
林
管

理
署
管
内
の
去
川
国
有
林
内
に
お
い

て
森
林
作
業
道
研
修
が
開
か
れ
ま
し

た
。今

回
の
研
修
に
は
、
森
林
管
理
署

の
総
括
森
林
整
備
官
お
よ
び
資
源
活

用
担
当
の
森
林
整
備
官
ら
12
人
が
参

加
。
森
林
作
業
道
作
設
指
針
に
基
づ

き
、
実
際
に
ド
ラ
グ
シ
ョ
ベ
ル
を
操

作
し
て
森
林
作
業
道
作
設
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

研
修
生
ら
は
、
森
林
作
業
道
作
設

の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
は
十
分
理
解

で
き
て
い
る
も
の
の
、
ド
ラ
グ
シ
ョ

ベ
ル
の
操
作
は
初
め
て
の
経
験
で
あ

り
、
両
手
で
操
作
レ
バ
ー
を
連
携
し

な
が
ら
操
作
す
る
こ
と
に
最
初
は
戸

１
月
20
日
、
局
大
会
議
室
に
お
い

て
熊
本
市
西
区
役
所
保
健
子
ど
も
課

の
歯
科
医
師
、
木
下
あ
や
氏
と
職
員

の
か
た
が
た
を
講
師
に
招
き
「
お
口

か
ら
つ
く
る
健
康
習
慣
」
と
題
し
た

衛
生
講
話
を
開
き
ま
し
た
。

こ
の
講
話
は
、
自
主
健
康
管
理
推

進
月
間
の
行
事
と
し
て
、
局
職
員
を

対
象
に
開
い
た
も
の
で
、
多
数
の
職

員
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
話
で
は
、
ま
ず
最
初
に
木
下
医

師
か
ら
、
口
は
健
康
の
入
口
で
あ
り
、

口
内
の
健
康
が
体
全
体
の
健
康
に
つ

な
が
る
た
め
、
早
め
の
歯
周
病
治
療

や
プ
ラ
ー
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
大
切

な
こ
と
、
噛
む
こ
と
の
効
果
や
歯
磨

き
の
必
要
性
、
タ
バ
コ
が
歯
周
病
の

最
大
の
リ
ス
ク
要
因
で
あ
る
こ
と
な

ど
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
事
例
を
示

し
な
が
ら
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
、
保
健
子
ど
も
課
の
講
師
か

ら
は
、
歯
ブ
ラ
シ
の
選
び
方
や
正
し

い
歯
の
磨
き
方
な
ど
に
つ
い
て
、
模

型
な
ど
を
使
い
、
わ
か
り
や
す
く
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
職
員
は
、
歯
周
病
の
セ

ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
や
口
内
の
ペ
ー
ハ
ー

検
査
を
行
っ
た
り
、
歯
ブ
ラ
シ
の
選

当
委
員
会
は
学
識
経
験
者
や
地
元

関
係
者
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、

西
表
島
森
林
生
態
系
保
護
地
域
を
拡

充
し
た
２
０
１
１
年
度
よ
り
、
こ
れ

ま
で
３
回
開
か
れ
て
お
り
、
今
回
の

第
４
回
委
員
会
で
は
事
務
局
よ
り
中

間
取
り
ま
と
め
（
案
）
を
示
し
議
論

を
行
い
ま
し
た
。
委
員
か
ら
は
、

「
外
来
動
物
の
侵
入
防
止
策
の
視
点

が
ほ
し
い
」
と
の
意
見
や
「
世
界
自

然
遺
産
登
録
を
見
据
え
て
看
板
や
標

示
板
な
ど
の
デ
ザ
イ
ン
を
統
一
で
き

な
い
か
」
と
の
意
見
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
。
地
元
竹
富
町
の
川
満
栄
長
町

長
か
ら
は
、
生
態
系
を
守
る
こ
と
は

重
要
で
あ
る
が
、
先
般
の
干
ば
つ
で
、

渇
水
に
見
舞
わ
れ
て
お
り
、
将
来
的

な
干
ば
つ
対
策
を
踏
ま
え
浦
内
川
の

上
流
か
ら
の
取
水
が
可
能
と
な
る
よ

う
な
内
容
に
し
て
ほ
し
い
と
の
意
見

も
あ
り
ま
し
た
。

今
後
は
、
委
員
等
か
ら
の
意
見
や

助
言
を
整
理
し
、
本
年
度
中
に
中
間

取
り
ま
と
め
を
行
い
、
来
年
度
に
開

催
予
定
の
第
５
回
当
委
員
会
で
保
全

管
理
計
画
を
と
り
ま
と
め
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

（
担
当
＝
計
画
課
）
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参加した各署の受講生のみなさん

惑
い
な
が
ら
ス
ム
ー
ズ
な
動
作
が
出

来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
最
終
日
に
は

一
定
の
操
作
が
習
熟
で
き
る
ま
で
に

な
り
ま
し
た
。
研
修
生
に
は
、
今
回

の
研
修
で
の
経
験
を
活
か
し
、
今
後
、

各
事
業
の
現
場
に
お
い
て
事
業
者
な

ど
へ
の
指
導
に
役
立
て
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
研
修
も
２
月

17
日
か
ら
３
日
間
の
日
程
で
今
回
と

同
じ
エ
リ
ア
に
お
い
て
計
画
さ
れ
て

い
ま
す
。

（
担
当
＝
総
務
課
）

熊本市西区役所職員による衛生講話

び
方
で
は
持
参
し
た
歯
ブ
ラ
シ
の
形

状
を
確
認
し
た
り
し
な
が
ら
、
熱
心

に
講
師
の
話
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。今

回
の
講
話
が
、
職
員
の
口
内
の

健
康
や
体
の
健
康
づ
く
り
の
一
助
に

な
り
、
自
主
健
康
管
理
の
推
進
に
つ

な
が
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
担
当
＝
総
務
課
）第４回保全管理委員会の開催模様



【
西
都
児
湯
森
林
管
理
署
】
第
３

回
「
一
ツ
瀬
川
流
域
森
林
整
備
連
絡

会
議
」
が
行
わ
れ
、
宮
崎
県
児
湯
農

林
振
興
局
や
管
内
市
町
村
の
担
当
者
、

施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
な
ど
関
係
者
約
15

人
が
参
加
。
初
日
は
耳
川
広
域
森
林

組
合
で
タ
ワ
ー
ヤ
ー
ダ
を
使
用
し
た

作
業
シ
ス
テ
ム
の
検
証
や
日
向
市
東

郷
町
の
林
産
物
流
通
セ
ン
タ
ー
、
宮

崎
県
林
業
技
術
セ
ン
タ
ー
で
コ
ン
テ

ナ
苗
を
視
察
。
翌
日
は
中
国
木
材
日

向
工
場
を
見
学
し
、
バ
イ
オ
マ
ス
事

業
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
今
回
の
研
修
で
耳
川
流
域
の
取

り
組
み
を
よ
り
深
く
学
ぶ
こ
と
が
で

き
、
一
ツ
瀬
川
流
域
の
森
林
整
備
に

向
け
、
担
当
者
間
の
知
識
の
向
上
と

技
術
普
及
に
努
め
て
い
く
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。
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林野庁九州森林管理局では、より多くの国民の皆様に身近な存在として国有林を感じていただけるよう、森林・

林業や国有林に興味を持たれる一般の方々を対象に、国有林の役割や現状等の情報をお知らせし、またご意見を

いただく「国有林モニター」を実施しています。

この度、２０１５年度「国有林モニタ－」を下記のとおり募集いたします。みなさまからのご応募をお待ちし

ています。

記

【募集人数】 40～60人程度

【依頼期間】 ２０１５年４月～２０１６年３月（１年間）

【依頼内容】

・ 森林・林業、国有林に関するアンケートへの回答（匿名にて公表することがあります）

・ 森林・林業、国有林に関するご意見やご提言などの報告、弊局広報紙への投稿

・ 国有林モニター会議への出席（年１～２回、希望者のうち一定数）

※弊局の広報誌など、国有林に関する資料を定期的にお送りします。

【応募資格】

九州・沖縄８県にお住まいの20歳以上（２０１５年４月１日現在）の方で、森林・林業および国有林に関心

を有する方。

※国会及び地方議会の議員、地方公共団体の長及び国家公務員は除きます。

※既に国有林について多くをご存じの方（例：国有林ＯＢ、業界関係者、森林林業担当の自治体職員、国有林

に陳情等の活動をされた方等）は、お断りさせていただく場合があります。

【応募方法】

下記必要事項をご記入の上、ハガキ、封書、メール又はファックスのいずれかの方法で、以下の宛先までご

応募ください。ご不明な点につきましては、ご遠慮なくお問い合わせ下さい。

〒860－0081 熊本市西区京町本丁２番７号 九州森林管理局 企画調整課 国有林モニター担当

ＴＥＬ：096－328－3511 ＦＡＸ：096－328－3643 E-mail： ky_kikaku@rinya.maff.go.jp

【必要事項】

・ 氏名（ふりがな）、性別、生年月日、年齢、職業、住所、郵便番号、電話番号、

メールアドレス（ございましたら）

・ 国有林モニターを知ったきっかけ（具体的に記入）

・ 国有林モニターに応募された理由（100字程度）

※ご応募いただいた個人情報は、個人情報の保護に関する法律に従い、適正に取り扱います。なお、一度送付

いただいた申込書はお返ししませんので、あらかじめご了承願います。

【募集期限】 ２０１５年２月２７日（金）（当日消印有効）

【発 表】

・選考結果は、２０１５年３月下旬頃、依頼状の発送をもってお知らせいたします。

・依頼状と共に、確認事項と同意書をお送りしますので、署名の上ご返送下さい。

※選考結果に対する個別のお問い合わせにはお答えできませんので、あらかじめご了承下さい。

問い合わせ先

九州森林管理局 企画調整課 国有林モニター 担当：田中、尾野

TEL：096-328-3511 FAX：096-328-3643

研修先で説明を受ける参加者＝西都児湯



九
州
森
林
管
理
局
で
は
、
来
庁
者

を
は
じ
め
地
元
住
民
に
明
る
く
親
し

み
や
す
い
構
内
環
境･
気
風
の
創
造

と
職
員
の
結
束
を
図
る
た
め
、
局
庁

舎
周
囲
の
花
壇
に
花
の
苗
を
植
栽
す

る
「
花
と
み
ど
り
に
囲
ま
れ
た
構
内

緑
化
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
庁
舎
周
囲
の

花
壇
を
９
つ
に
区
画
し
、
各
課
ご
と

に
植
栽
す
る
花
の
種
類
や
配
置
を
企

画･

デ
ザ
イ
ン
し
、
昼
休
み
時
間
を

利
用
し
て
職
員
自
ら
植
栽
す
る
も
の

で
す
。
今
後
は
、
厳
正
な
審
査
の
う

え
、
３
月
中
旬
に
最
優
秀
賞･

優
秀

賞･

ア
ピ
ー
ル
賞
３
点
に
つ
い
て
表

彰
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

（
担
当
＝
技
術
普
及
課
）

【
西
表
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー
】

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
「
浦
内
川
お
よ

び
仲
良
川
流
域
に
お
け
る
マ
ン
グ
ロ
ー

ブ
林
立
ち
枯
れ
被
害
調
査
」
の
説
明

を
、
観
光
協
会
や
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

協
会
を
対
象
に
行
い
ま
し
た
。
本
調

査
は
、
２
０
０
９
年
に
浦
内
川
や
仲

良
川
流
域
の
５
箇
所
で
オ
ヒ
ル
ギ
の

集
団
立
ち
枯
れ
が
確
認
さ
れ
、
２
０

１
０
年
度
か
ら
２
０
１
３
年
度
ま
で

生
育
状
況
な
ど
の
原
因
調
査
を
行
っ

た
も
の
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
継
続
調

査
か
ら
立
ち
枯
れ
の
原
因
が
「
林
内

へ
の
土
砂
流
入
に
よ
っ
て
発
生
し
た

と
す
る
」
調
査
結
果
に
つ
い
て
説
明
。

参
加
者
か
ら
は
、
「
今
後
も
こ
の
よ

う
な
被
害
が
起
こ
る
の
か
」
や
「
健

全
な
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
と
は
ど
の
よ

う
な
状
態
な
の
か
」
な
ど
の
質
問
が

あ
り
ま
し
た
。
今
後
も
、
各
種
調
査

に
つ
い
て
、
定
期
的
に
地
元
説
明
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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シ
ロ
ダ
モ
は
三
行
脈
が
発
達
し
て

ク
ス
ノ
キ
科
と
す
ぐ
に
分
か
り
ま
す
。

暖
地
、
特
に
海
の
近
く
に
多
い
と
な
っ

て
い
ま
す
が
熊
本
で
は
普
通
に
観
察

で
き
ま
す
。

冬
芽
に
は
黄
褐
色
の
毛
が
密
生
し

ヤ
ブ
ニ
ッ
ケ
イ
や
イ
ヌ
ガ
シ
と
の
区

別
点
に
な
り
ま
す
。
こ
の
毛
は
、
幼

葉
に
は
密
生
し
て
い
ま
す
が
、
や
が

て
無
く
な
り
平
滑
に
な
り
ま
す
。
西

表
島
に
は
、
こ
の
毛
が
成
葉
に
な
っ

て
も
そ
の
ま
ま
残
り
、
「
キ
ン
シ
ョ

ク
ダ
モ
」
の
名
前
に
な
っ
て
シ
ロ
ダ

モ
と
区
別
さ
れ
て
い
ま
す
。

葉
裏
は
白
色
を
し
て
お
り
、
シ
ロ

ダ
モ
の
名
前
は
、
こ
の
こ
と
か
ら
付

け
ら
れ
た
と
思
わ
れ
、
ダ
モ
は
こ
の

類
の
総
称
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

花
が
咲
く
の
は
春
で
な
く
て
秋
に
、

枝
先
の
葉
腋
に
黄
褐
色
の
小
花
を
群

が
っ
て
咲
か
せ
、
翌
年
の
秋
に
真
っ

赤
な
果
実
を
付
け
ま
す
。

ク
ス
ノ
キ
科
で
す
か
ら
木
全
体
に

精
油
を
含
み
芳
香
が
あ
り
ま
す
。
精

油
に
つ
い
て
調
べ
る
と
、
過
去
九
州

で
は
、
シ
ロ
ダ
モ
の
種
子
か
ら
取
っ

た
油
を
「
つ
づ
蝋
（
ろ
う
）
」
と
呼

び
蝋
燭
（
ろ
う
そ
く
）
を
作
る
の
に

利
用
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
果
実
が

黄
色
の
キ
ミ
ノ
シ
ロ
ダ
モ
も
あ
り
ま

す
。

昨
年
末
か
ら
１
月
に
か
け
て
発
生

し
た
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
宮
崎
県
、

佐
賀
県
の
関
係
者
の
か
た
が
た
に
は

大
変
な
ご
苦
労
が
あ
っ
た
こ
と
と
思

う
▼
ま
た
、
熊
本
県
で
は
阿
蘇
山
の

活
発
な
噴
火
に
よ
る
農
作
物
へ
の
被

害
、
観
光
客
の
減
少
に
よ
る
観
光
へ

の
影
響
が
新
聞
な
ど
に
報
じ
ら
れ
た

▼
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
火
山
の
噴

火
も
、
人
の
力
で
発
生
を
止
め
る
こ

と
は
出
来
ず
、
被
害
の
拡
大
を
防
ぐ

こ
と
が
第
一
の
対
応
策
と
な
っ
て
い

る
▼
国
有
林
で
働
く
私
た
ち
も
、
現

場
は
足
場
の
悪
い
急
な
斜
面
の
林
内
、

見
通
し
の
悪
い
林
道
走
行
な
ど
危
険

箇
所
は
い
た
る
所
に
存
在
し
、
災
害

の
起
こ
る
可
能
性
の
高
い
職
場
と
な
っ

て
い
る
▼
し
か
し
、
噴
火
な
ど
の
自

然
災
害
と
違
い
そ
こ
で
起
こ
る
災
害

は
、
人
の
力
で
防
ぐ
こ
と
が
出
来
る
。

移
動
中
の
足
場
の
確
保
、
周
囲
の
状

況
確
認
な
ど
、
一
人
ひ
と
り
が
安
全

意
識
を
も
ち
業
務
に
取
り
組
め
ば
、

職
場
で
の
災
害
は
防
げ
る
と
思
う
▼

今
年
度
は
８
月
か
ら
無
災
害
が
続
い

て
い
る
▼
こ
れ
は
職
員
一
人
ひ
と
り

が
高
い
安
全
意
識
を
も
っ
て
業
務
に

取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
の
結
果
で
あ

り
、
今
後
も
無
災
害
を
続
け
ら
れ
る

よ
う
安
全
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
た
い
と
思
う
。
（
也
）

昼休み時間を利用し花の苗を植栽（総務課）

立ち枯れしたマングローブ林＝西表保全
センター


